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２００７年版 ボーイ隊 個人装備カタログ

そなえよつねに

寝袋もテントも使わなかった、サバイバルキャンプなぜか横一列で食事 山手線一周オーバーナイトハイク

雨のハイキング 装備の違いが歴然！ やっぱり横一列、、、、
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「寝袋・マット」
真冬を除き、３シーズン快適に使えるものを選択してください。

スーパーストレッチ バロウバッグ ＃３ ¥12800-
冬のキャンプ、夏の日本アルプス縦走、バックパッキングなどオールマイティな用途で使えるモデルです。
※ダブルバインディンスタッフバッグが付属します。
※収納サイズはダブルバインディングで最小に絞り込んだサイズです。

【カラー】バルサム（BASM）、サンライズレッド（SURD）
【サイズ】最大長209×最大幅98cm 【適応身長】身長178cmまで
【重量】1.23kg
【収納サイズ】φ18.5×36.6cm/8.0リットル
中綿 エクセロフト
快適睡眠温度域０度～
使用可能限界温度-１０度

ホロウバッグ ＃３ ¥6195-
キャンプや合宿など、春から秋まで3シーズン快適に使用できるモデルです。スタッフバッグつき。

【カラー】バルサム（BASM）
【サイズ】最大長203×最大幅76cm
【適応身長】身長178cmまで
【重量】1.5kg
【収納サイズ】φ19.3×30.9cm/9.0リットル
中綿 ポリエステル
快適睡眠温度域０度～
使用可能限界温度-１０度

「折り畳みいす」

キャンプでは必須です

数百円の安いもので十分だと思います
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「雨具」
スカウト活動では、雨天時も晴天と同じように活動します。

雨で体が濡れると、無駄な体力の消耗につながり、登山では命取りになります。
雨天時、いかに快適に過ごせるかが、スカウト活動の楽しさにつながります。

「長靴」
どちらのタイプでもかまいません。
キャンプに持っていくときは、ザックに収納します。
立派なものよりも、薄手の丸めやすいものがおすすめです。

「合羽」

上下セパレートになっているタイプ。出来れば、高級なものをおすすめし
ます。合羽は、値段がそのまま性能に比例します。ビニールの合羽はお
やめください。

スカウトショップの合羽は、内側からの熱気、
蒸れには弱いタイプです。
おすすめしません。
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「食器」
カトラリーセット
ナイフ、フォーク、スプーン、箸

食器セット
大・中・皿セット
出来ればおまけにもう一つ加えたい。

「マグカップ」
二重構造のステンレスマグがおすすめ
ふたがついていれば、なおよい。

「水筒」
最低容量１リットル
出来ればペットボトルは避けたい。

「飯盒」
丸形、兵式どちらでもよい

「チタン製品」

軽く錆びない、最近主流になり
つつある。
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「アタックザック」
寝袋を含むすべての持ち物をザックの中に収納し、
両手には何も持たず移動することが求められます。
最低５０リットル以上の容量が必要とされます。

「懐中電灯」 2,800-
キャンプやハイキング、オーバーナイトハイク
など、懐中電灯無しでは生活が出来ません。
ヘッドランプが使いやすく、安心です。

「マッチ」
防水マッチを推奨します。

「コンパス」
地図を読むときに使います。

スカウトショップの商品が使いや
すく、安価です。

「ホイッスル」

遭難時の居場所を知らせる
ために使います。
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「制服」
①ベレー帽
②制服：スカウトシャッ
③征服：スカウトパンツ
④たすき

記章類は隊より支給されますので、支給
されたものを着用位置を参考にしながら
制服に縫い付けて下さい。

進歩課程の進捗に応じて、ターゲットバッジ・マスターマッジが隊より授与されま
すので、取り付け例を参考にして「たすき」に縫い付けて下さい
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「書籍」
スカウトハンドブック、ボーイスカウト歌集、ボーイスカウト進歩記録帳をご用意ください。

そのほかの書籍は、参考としてご用意いただければと思います。
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右記の表が、ボーイ隊でのキャンプ時にお渡しする持ち物
リストです。
必要最低限の物がリストアップされています。
ボーイ隊では、持ち物検査を行っておりません。

必要な物を忘れても、不要な物を持ち込んでも、スカウト自
身による管理のもと、適切にキャンプ生活が送れることを期
待しています。

必要な物を忘れたスカウトは、自分自身または、スカウト同
士で解決してもらいたいと考えています。

また、右記以外で必要な物があれば、適宜リストに加え、楽
しい野外活動を行って欲しいと考えています。



10

「参考商品について」

「スカウトは質素である」という言葉があります。
ボーイスカウト活動に於いて華美な物、装飾などは必要とされていません。
質素と華美はその言葉通り背反する意味を持っています。

しかし、これを金銭価値とイコールで結んでしまうと、質素＝安い物、華美＝高い物となりますが、野外活動を行う場合に
「安物」を利用すると、思わぬ命取りになることが懸念されます。
特に、寝袋と雨具はその傾向が顕著に現れます。

登山などで、１００円ショップの雨具を利用する方をたまに見かけますが、すぐに破れ、内部より蒸れが発生し、合羽を着て
いないのと同じ状態に陥ります。万が一その状態で遭難でもしたらと考えてみてください。

寝袋も同様に、１９８０円くらいから売られていますが、山などの高地では、季節を問わず気温の変化が激しいことが予想さ
れます。
夏山へキャンプへ行き、台風の直撃を受け外気温が下がった状態のテントで寝ることを想像してみてください。
決して、質素と華美が、安い物と高い物で結ばれるわけでは無いと言うことをご理解ください。

また、野外活動を行う道具類は消耗品以外は、一生涯と言えるほど長期間の使用に耐えうる物です。(靴は消耗品です。)
年数回のキャンプで使用することを考えると、相当の年数使えることが理解できると思います。

出来ることなら、使い捨ての生活より、良いものを長く使うという生活を、ボーイスカウトでは身につけて欲しいと考えていま
す。

「カトラリー」
ステンレス製や、軽くて丈夫なチタン製の食器が
主流になりつつある
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「登山靴」

運動靴でハイキングやキャンプに
参加することは、できる限り避けて
いただきたい。

トレッキングシューズと呼ばれるタ
イプは、靴底が硬く、地面からの
衝撃を、靴底全体で受け止めます
ので、足への負担が軽減されます。

「リュック」

肩ベルトは、写真のようなしっかり
したタイプを選択してください。

ひも状のもの、ナイロンテープ状
のものは、肩への負担が重く、ス
カウト活動には不向きです。
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携帯に便利な折り畳みいす。
長時間の着席には不向きですが、
ハイキングなどの移動には便利
です。

折り畳みマット
ハイキング時に、重宝します。
８００円くらい

エアマット
寝袋の下に引いて寝ます。
８０００円くらい
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「ナイフ」
最近のスカウト活動において、ナイフを使う機会は減ってきています。しかし、ナ
イフの所持、使用を通して、野外活動の楽しさを知り、本来の使用目的を理解し
てもらいたいと考えています。
ボーイ隊より、購入依頼がありましたら、電気工事用の「電工ナイフ」の購入を
推奨します。たたいても丈夫、ちょっとやそっとじゃダメになりません。
高級ナイフもかまいません。ただし、アーミーナイフや、小型ナイフは、乱雑に

扱うには無理がありますので、最初の一本目にはおすすめできません。

「電工ナイフ」
ホームセンターなどで、１８００円くらいで販売されています。
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モンベルのほかに、様々なお店があります。

寝袋やアタックザックなどは、お茶の水、神保町のスポーツ
用品店がおすすめです。専門店ですと、購入に当たってアド
バイスを受けることが出来ます。

品揃えが少ないので、選択肢がほとんど無いに等しくなってしまいますが、
馬込ケンマート、長原オリンピック、ダイシン百貨店などでも、小物が買えます。

特に、夏のキャンプシーズンが終わると、アウトドアグッズが安売りされている
ことが有ります。
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「防水マッチ」

「防水マッチと１００円ライター、キャンプへどちらを持っていけば良いの？」
こんな疑問が出た時は、迷わず両方を持っていきましょう。

ボーイ隊のキャンプ装備一覧の中に「防水マッチ」というのがあります。
しかし、１００円ライターはリストアップされていません。

大田１５団のボーイ隊は、「持って来ちゃだめです。」という物は存在しません。
なので、１００円ライターを持ってきても問題はありません。
気合い入れて「火炎放射器」でも構わないと思います。

「防水マッチ」。何じゃそりゃ？ コンビニでは売ってないぞ！
１００円ライターならコンビニでも売ってるのに、、、

僕がスカウト時代は、マッチにろうそくを溶かした蝋でコーティングして、それをキャンプに持っていった記憶があります。
ところが、蝋がついたままマッチを擦るもんだから、ヤスリ側が目詰まりをおこして、二度と点火することが出来ない状態にしてしまった経験があります。

キャンプ用品店に行くと「防水マッチ」そのものが販売されています。
「水の中でも燃え続けるもの」とか、「風が吹いても消えないもの」だとか、どちらかといえば花火に近い代物ではあると思うのですが、マッチなんです。

１００円ライターはとても便利です。僕もキャンプには持っていきます。
かっこつけてzippoライターっていうのもありますが、不便なので持っていきません。

ついで言うと「チャッカマン」なんか、もっと便利です。
でも、やっぱりマッチははずせません。

だって、「マッチが壊れた」って話、聞いたことがありませんから。

でも、本当にそれが理由なのかなぁ～
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「ながぐつ」

「長靴は待たせた方がいいですか？」そんな質問がありました。

「ながぐつ」、日常生活で使うことがまずなさそうな品物です。
でも、多くの人が使っています。
数が減ってしまったけど魚屋さんスーパーでも鮮魚担当は長靴。
どこでも見かける土木工事の従事者。ちなみに、私も土木工事に従事していた時は、
複数所持していました。基礎工事の時の土用とコンクリート作業用の２種類。

キャンプになると、たいてい雨の日があります。雨が降ると当然ですが濡れます。
あ、もしかすると雨の日はテントの中でじっとしていると思っています？
ボーイスカウトは、雨でも何ら変わることなく活動をします。雨の時こそ楽しい思いが出来るんだけども、、、、

お風呂に入る機会が減るので、大雨が降るとシャワータイムです。
濡れた薪を使っての「たき火競争」も出来る。
雨の日のハイキングは、また違った視点で自然と向き合える。
川の危険性を感じることも出来る。
他にもいろいろと楽しいことが出来そう。
こんな貴重な時間をテントの中で過ごすなんて、、、、

そんな雨の日のキャンプ場は、泥だらけの湿地帯と化します。
場合によっては、小川が出来てしまうこともあります。

非情な副長は、そんなときでも「集合の号笛」を吹きます。
それも、制服制帽で、、、、

スニーカーは、雨がやんでも濡れています。もちろん自然乾燥しか方法がありませんから、次の日も濡れています。
応用が利いて、たき火で乾燥できるスカウトがいれば良いんだけど、
でもその前に長靴を持ってくるよな、応用が利くスカウトなら、、、、

「 澄み渡る青空、澄んだ空気、まぶしい太陽、ぐずぐずの濡れスニーカー」
長靴は「防水加工」してあると思いますが、、、

大人買いが出来る経済力が付いてしまった大人は、ゴアテックスのトレッキングシューズとゴアテックスのスパッツを使って長靴の代用にしています。

長靴が何足買えるのだろうか、、、、


